
 

 

 

 

 

 

 

当たり前のことを  当たり前に 
 

「新しい生活様式」の実践や、感染拡大防止の取組の成果が現れ、６月 19 日

から全国において都道府県をまたぐ移動の制約が解除されました。新潟県も同様

に、県をまたぐ移動を制約しないこととしました。ただし、県外を訪れる際は、

訪問先の都道府県等が発表している外出自粛等の内容をあらかじめ確認するよう、

求めています。少しずつ平常が戻りつつある中ですが、引き続き「自分も含め、

大切な人を守る」ために、感染防止に努めます。  

 

さて、コロナ禍にあり、これまで当たり前に行ってきたこ

と（全校での集会や長時間のグループ活動など）ができない

状況が続いています。反面、「当たり前のことを当たり前に

すること」が軽んじられている様子が見られる場合があり  

ます。  

例えば、「挨拶をしても挨拶を返さない子ども」「ズックのかかとを踏み潰して

履いている子ども」「ほうきの持ち方が分からない子ども」・・・。先日は、登下

校の見守りをしてくださっている地域の方から、「子どもから心ない言葉をかけら

た」との連絡をいただき、子どもたちに指導したところです。  

 

もちろん、自分から進んで気持ちのよい挨拶をする子どもは

たくさんいます。中には、立ち止まって挨拶をする子どももい

ます。友達や職員、地域の方に「笑顔」を与えてくれる子ども

の心も顔も「笑顔」であるはずです。  

 

これから、いろいろな人とのつながりを大

切にしながら成長していく子どもたちにとっ

て、「当たり前のことを当たり前にすること」

はとても大切なことです。  

これらの小さな積み重ねで、重点目標「一

人一人の笑顔づくり  ～自尊感情の育成～」

の実現を目指します。  
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◆◆ 自尊感情とは ◆◆ 

 

いろいろな欠点を認めつつ、

自分をかけがえのない存在だと

感じ、自信をもって前向きに生

きていこうとする気持ち。  



教育相談  ６月２２日（月）～７月３日（金） 

 今週から教育相談を行います。担任が子どもたち一人一人の話を聞く機

会をもち、子どもの思いや学校生活の様子などを理解したり、信頼関係を

築いたりすることを目的にしています。子どもたちが元気な学校生活を過

ごせるよう、全職員で支援していきます。  

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

子どもたちの新たな気付きを大切に、学習を進めていきます。  

 

 

 

 

 

 

１日（水）内科検診３・４年    １０日（金）町内子ども会  集団下校  
３日（金）内科検診２年      ２３日（木）海の日  

全校算数テスト     ２４日（金）スポーツの日   
６限委員会       ３１日（金）１学期終業式  

６日（月）全校国語テスト           １学期給食最終日  
内科検診１年  

           

 

 

 

７月の主な予定 
 

理科でモンシロチョウの観察をしてきました。卵から幼虫へ、そしてさ

なぎへと姿を変えるたびに、「見て、見て！！」「わ～！！すごいね。」と興

味津々で情報交換をしていました。  

                ついに、今週、何匹かモンシロチョウ

になりました。朝、教務室に大喜びで報

告に来てくれました。お昼休みには、大

切そうに中庭の木陰に放していました。

モンシロチョウを見守りながら、「元気

でね。」とつぶやいている子がいました。

（3 年「たいよう」№６ ６月５日より） 
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９日（火）に青田川探検に行ってき  

ました。「COD パックテスト」や「透  

視度測定」などの水質調査や、青田川  

に生息する水生生物などを捕まえたり  

しました。子どもたちは、「アメンボが  

泳いでいるよ。」「ヤゴがたくさんとれ  

た！」と歓声を上げつつ、夢中になっ  

ていました。他にも何種類もの魚を捕  

まえることができました。（観察後、川  

に返しました。）  

「今度は、青田橋の辺りで魚の観察をしたい。」と、今後の意欲を高めていま  

した。（４年「あおぞら」№６ ６月 12 日より）  


